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おでかけデー
▶どんぐりを拾ったりＳＬを見たりしながら、川根の温泉広場
をお散歩しましょう。
とき／11 月 5 日㈬ 午前 10 時〜 11 時 30 分
ところ／川根温泉コテージ管理棟前集合
対象年齢／乳児から未就園児とその保護者
申し込み／不要。直接集合場所へ
持ち物／おやつ ※ 散歩の途中で食べます。
問川根地域子育て支援センター「むくむく」 ☎ 53-2096

たんぽぽタイム
▶「わらべうた」「ふれあいあそび」「簡単な工作」などをして、
楽しく遊びましょう。終了後、地域子育て支援センター「たん
ぽぽ」の職員に、子育てについて気軽に聞くことができます。
とき／11 月 21日㈮ 午前 10 時 30 分〜 11 時
ところ／初倉児童センター
対象／乳児から未就園児とその保護者
持ち物／クレヨン、のり（持っている人）
参加費／無料
申し込み／事前に電話または直接問い合わせ先へ
問初倉児童センター ☎ 38-5888

「こども発達支援センターふわり」ってご存知ですか？

― はつくら里の楽校 ―
初倉児童センターで「防災教室」を開催しました

　9 月14 日に、初倉公民館で防災教室を開催しました。
参加してくれたのは、小学生 16 人とその家族、合計 28 人。
市の危機管理課職員が講師となり「もしも」の時の備えを
さまざまな場面を想定して説明すると、参加者はみんな真
剣に耳を傾けていました。
　例えば、災害時の食事。
食器が全て割れてしまった
ことを想定して、職員は「地
震が起こったら食事はどう
する？」といった質問を交
えながら、防災食の説明
をしました。話の後は実践ということで、災害時にも調達
しやすい古新聞を使って、食器作りを体験。新聞紙のお皿
とコップが出来上がったところで、食器にビニール袋をかぶ
せて、防災食のドライカレーと水を試食・試飲しました。
　はつくら里の楽校では、ウォーキングや炭焼き体験も計
画しています。詳しくは、初倉児童センター（☎ 38-5888）
へお問い合わせください。

▶「言葉が遅いかも」「視線が合わない気がする」「お友達
とうまく遊べないみたい」など、子どものことで困っている
ことはありませんか？
　こども発達支援センターふわりでは、それぞれの子ども
に合った、いろいろな支援事業を行っています。
◉一人ひとりに合わせた支援で、発達を促す「定期通園」
◉親子の関わりを深めていく「親子通園」
◉幼稚園保育園に通園しながら、小集団での活動の中で自

己肯定感を育てていく「並行通園」
　このような通園の中で、子どもたちには「人と関わること
が楽しいと思えるようになってほしいな」「楽しい事がひと
つでも増えたらいいな」ということを願いながら、子どもた
ち一人ひとりの発達に合わせて関わり、保護者と一緒に考え、
成長を見守っています。
【気付いた時がスタートです！〜早期発見・早期療育〜】
　早く相談をし、より良い支援を受けることで、子どもの成
長や発達も期待できます。また、乳幼児健診後に、親子学
習会「つくしんぼ」も行っています。そこでは、親子で触れ合っ

たり、心理士や保育士・保
健師が育児の相談にのっ
たり、具体的にどんな関わ
り方が望ましいのかをアド
バイスしています。「心配
だな」と思ったら、ご家族
だけで抱え込まず、ふわりへ相談に来てください。
【ふわりを利用したお母さんの声】
　幼稚園での課題に徐々に参加することが難しくなり、ふ
わりに転園をしました。ふわりの先生に子どものことだけで
なく、親の話も聞いていただき、わが子が元気に楽しく生
活するためにどうしたらいいか、一緒に考えていただきまし
た。まだ、１年も経ってはいませんが、今年の夏は、プール
や外での活動を楽しみ、真っ黒に日焼けして毎日生き生き通
園しています。この子にとって「居心地のよい場なんだろう
な…」と思います。家でも「おいしいごはんをいただきます」
と挨拶もしっかりするようになりました。
問こども発達支援センターふわり ☎ 37-7094 ※ ㈯㈰㈷は休み


